
(1)第 17号 埼 玉 岳 連 報   平成15年 9月 30日 発行

埼 玉 県 山 岳 連 盟

埼 玉 岳 連 報 第17号

発行所

発行者

編集人

発行部数

埼玉県山岳連盟

上尾市上1481-5

篠]:活048-775-1723

田中 文男

広 報 岩井田 正昭

1600音Б
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【
第

６
回
ジ

ュ
ニ
ア
オ

リ

ン
ピ

ツ
ク

カ

ツ
プ

平
成
１
５
年
８
月
２
日
～
３
日
　
一昌
山

・
城
端
町

門
間
希
美

（加
須
市
東
中
学
２
年
）
さ
ん
第
６
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
カ
ツ
プ
ｉ

ｎ
富
山
城
端
大
会

ユ
ー

ス
Ｂ
で
２
連
覇
―
―
―
達
成

今
回
の
大
会
は
全
カ
テ
ゴ
リ
ー

（ジ

ュ
ニ
ア
ー
８

ｏ
ｌ
９
才

、　
ユ
ー
ス
Ａ
ｌ
６

・
１
７
才
、

ユ
ー
ス
Ｂ
ｌ
４

ｏ
ｌ
５
才
）

同

一
ル
ー
ト
で
熱
戦
が
行
わ
れ
た
。

前
記
の
よ
う
に
、
門
間
希
美
選
手
は
ユ
ー
ス
Ｂ
で
見
事
―

優
勝

（２
連
覇
）
を
し
た
。

さ
ら
に
、
凄
い
の
は
、
あ
の
小
林
由
佳

（世
界

ユ
ー
ス
チ

ヤ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
）
に
続
い
て
総
合
で
も
堂
々
の
２
位

を
獲
得
し
た
こ
と
だ
。
進
境
著
し
い
門
間
希
美
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。

惜
し
む
ら
く
は
、
来
年
の
５
９
国
体
に
は
、
未
だ
中
学
生

と
い
う
こ
と
で
出
場
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
次
の
年
か
ら
は
活
躍
し
て
く
れ
る
事
は
間

違
い
な
い
。
門
間
希
美
選
手
の
活
躍
に
埋
も
れ
て
し
ま
い

そ
う
だ
が
、
埼
玉
で
は
他
の
選
手
の
活
躍
も
、
見
逃
せ
な

か
っ
た
。
女
子
ユ
ー
ス
Ａ
で
は
川
端
彰
子
選
手

（越
谷
西

高

・
初
出
場
）
が
堂
々
の
３
位
に
入
っ
た
。
ま
た
、
男
子

ジ

ュ
ニ
ア
で
は
横
川
達
也

（庄
和
高
）
が
３
位
に
入
っ
た
。

惜
し
く
も
入
賞
で
き
な
か
っ
た
選
手
も
着
実
に
力
を
付
け

て
い
る
の
で
今
後
が
楽
し
み
で
あ
る
。

森
下
健
七
郎
　
※
成
績
は
次
頁
参
照

縦走競技『秩父 0武甲山』
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総合順位 カテゴリー別)贋位
シ
｀
ュニア ユースA ユースB 氏名 カテゴリー 所 属

柴 田 晃一 YA 神奈川 県立愛川高等学校
佐々木 悠吾 YA 京都 東山高等学校
宮澤 健吾 YA 静岡 加藤学園高等学校

4 堀 創 YB 宮城 市立中山中学校
星 智之 YB 官城 市立人木山中学校

4 河本 陽 YA 鳥 取 県立由良育英高等学校
安間 佐千 YB 栃木 市立中山中学校
中尾 章二 YA 山 口 県立新南陽高等学校

:::ぶ薄

19 坂田 憲 YB 埼 玉 市立大相模中学校
小り|1修一 埼 玉 県立庄和高等学校

27 島村 太郎 YB 埼玉 県立草力日西高等学校
42 20 山口 真 YA 埼玉 県立春 田部東高等学校
42 20 金井 健一 YA 埼玉 県立鴻巣高等学校
46 村 田 士 YB 埼玉 さいたま市立大久保中学校

佐々本 政明 YB 埼 玉 市立加須西中学校
松居 直 YB 埼玉 市立上尾東中学校
細 田 匠 YB 埼 玉 市立三俣小学校

(社)日 本山岳協会 城端町 0城端町教育委員会

第 6回ジ ユニ ア オ リンピックカ ップ   2003年糊 2日 (土)～ 3日 (日 )

男子 総合成績

女子 総合成績

※男子 女子 総合 以下 選 績

総合順位 カテゴリー男J順位
シ
゛
ューア ユースA ユースB 氏名 カテゴリー 所 属

小林 由佳 YA 茨城 県立水戸第二高等学校
２

一
膵肇聞華轟:業 埼難≡
小林 真秀 YA 茨城 県立水戸第二高等学校

梶山 沙亜里 YB 京都 市立西陵中学校
金谷 名恵 東京 国士舘大学
白石 愛美 YB 千 葉 市立まさご第二中学校

３

一
妻:諄覇華藁箸辞 YA:|::|:|||:|:|:| 県:墾越:谷:爾1灘:壽:学校

37 内間 愛 YA 埼玉 県立狭山経済高等学校
45 24 山本 はるか YA 埼 玉 県立鴻巣高等学校

合ヽ 9位以下の全 土
一 念合 7位 以下の全選手

完登まであと数手 !
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【
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会

・
成
年
女
子
】

悲
願
の
関
東
突
破
！

８
月
２
３
日
～
２
４
日
に
茨
城
県
那
珂
町
と
日
立
市
で

開
催
さ
れ
た
、
第
５
８
回
国
民
体
育
大
会

・
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
山
岳
競
技
会
に
お
い
て
、
本
県
代
表
の
成
年
女
子
が
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
で
１
位
、
縦
走
競
技
で
３
位
、
総

合
１
位
で
予
選
突
破
し
ま
し
た
。

５
９
国
体
を
目
指
し
て
連
続

エ
ン
ト
リ
ー
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
今
年

つ
い
に
国
体
出
場
を
は
た
し
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

‥
堤
　
き
よ
江
　
選
手

（完
登
）

‥
安
藤
　
由
香
里
選
手

（
５
位
）

縦
　
走
　
量肌
　
技
　
‥
安
藤
　
由
香
里
選
手

（８
位
）

‥
藤
田
　
亜
矢
子
選
手

（
４
位
）

昨
年
、
国
体
入
賞
を
果
た
し
た
少
年
男
子
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ー
位
だ

っ
た
も
の
の
、
縦
走

競
技
が
振
る
わ
ず
、
総
合
４
位
。
少
年
女
子
は
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
２
位
で
縦
走
も
期
待
し
た
が
、
山
田
選
手
の

怪
我
に
よ
る
途
中
棄
権
で
、
惜
し
く
も
通
過
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
年
の
本
国
体
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
山
田
選
手
の

一
日
も
早
い
全
快
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

少
年
男
子

‥
小
澤
　
信
太
選
手

　

（登
攀
２
位
）

‥
島
村
　
太
郎
選
手

　

（登
攀
３
位
）

‥
水
野
　
裕
史
選
手

　

（縦
走
１
１
位
）

少
年
女
子

‥
川
端
　
彰
子
選
手

　

（登
攀
３
位
）

‥
山
本
　
は
る
か
選
手

（登
攀
６
位
）

（縦
走
５
位
）

‥
山
田
　
聖
美
選
手

　

（棄
　
　
権
）

加
藤
富
之

少年男子クライミング決勝進出へ挑む 0小澤信太選手少年男子縦走スター トー分前・緊張の一瞬

山岳競技会 0坂場会長より表彰を受ける安藤・堤の両選手視察団・福田理事長・加藤事務局長らと記念撮影
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【
平
成
１
５
年
度
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
競
技
会
】

埼
玉
県
山
岳
連
盟
視
察
団
　
報
告
　
　
記
　
山石
井
田

期
日
　
‥
８
月
２
３
日
～
２
４
日

場
所

　

・笠
松
運
動
公
園
ア
リ
ー
ナ

ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

小
木
津
山
自
然
公
園
～
神
峰
山

・
縦
走

参
加
者

‥
　
天
野
賢

一
・
石
井
　
誠
　
審
判
員

福
田
理
事
長

・
加
藤
事
務
局
長

ｏ
広
報
担
当
岩
井
田

会
場
に
集
合
し
、
た
だ
ち
に
審
判
員

・
総
務
員
会
議

を
視
察
、
監
督
会
議
を
経
て
、
開
始
式
会
場
は
廊
下
で

行
わ
れ
た
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
会
場
に
移
動
。
蒸
し
暑
い

会
場
は
ほ
ぼ
満
員
状
態
で
熱
気
包
ま
れ
て
い
る
。

県
内
の
選
手
に
声
援
を
送
り
な
が
ら
茨
城
岳
連
の
ス
タ

ッ
フ
の
慌
た
だ
し
い
動
き
を
見
ま
も
る
。
翌
日
は
快
晴

の
中
、
縦
走
競
技
ス
タ
ー
ト
地
点
に
移
動
。
男
子
ス
タ

ー
ト
を
確
認
後
ゴ
ー
ル
地
点
に
向
か
う
。
ゴ
ー
ル
地
点

は
幅
の
狭
い
縦
走
路
に
設
け
ら
れ
、
す
で
に
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
、
選
手
到
着
を
待
っ
て
い
る
。

や
が
て
早
く
も
栃
木
県

・
矢
口
選
手
が
飛
び
込
ん
で
き

た

一
時
間
を
割

っ
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い
走
り
に
、
沢
山
の
拍
手
が
起
き
る
！

終
了
直
前
に
埼
玉
の
選
手
が
ゴ
ー
ル
直
前
の
縦
走
路

で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
。
ゴ
ー
ル
役
員
の
慌
た
だ

し
い
動
き
と
な
り
、
安
否
が
気
遣
わ
れ
た
が
骨
折
の
た

め
棄
権
。
選
手
に
と
っ
て
は
大
変
残
念
な
結
果
で
あ

っ
た
。

心
よ
り
全
快
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

表
彰
式
会
場
で
埼
玉
県
の
選
手
結
果
を
聞
き
、
来
年
の

国
体
に
明
る
い
兆
し
を
お
ぼ
え
て
帰
路
に
つ
い
た
。

ま
た
茨
城
岳
連
の
活
発
な
運
営
が
好
印
象
だ

っ
た
。

審半J員 ・総務委員会議の視察 (笠松運動公園)クライミング会場の運営スタッフ (茨城岳連の皆さん)

スタート地点の応援ギャラリー (左佃1・ 埼玉県選手)縦走路に設けられたゴール
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FIII」 001

小澤信太 (お ざわしんた)

坂戸高校 3年普通科 18歳

クライミング歴 2年半

オンサイ ト 5。 12c

レッドポイント 5。 13d

今―番伸び盛りで気にかかる

クライ十の一人

今回次のクライミングコハ
゜
に出場

第 7回世界選手権フラ″・シャに①3年 7月 9日～13日 )35位

第 14回セン・シェハ
゛
リエ国際マスター03年 7月 18日 019日 )11位

ホ
゛
ルタ
゛
リング殉レト

゛
カッフ

゜
・殉ヴ ェンティI-7レ03年 7月 25日 27位

帰国後 シ
゛
ャハ
゜
ンツアー第 2戦 お台場 3位

―― ヨーロッパツアーお疲れ !ど うだつた?

信太 異常気象で超暑かつた。クライミングは、充実していたん

だけど !

―― ヨーロッノくの暑さは、日本でもニュースで紹介されていたよ。

亡くなつた方の数を見るとちょつと信じられないよね。ところで、

ヨーロッパに lヶ 月半、どんな生活をしていたの ?

信太 テントで自りに ヨーロッパのキャンプ場は良くできている

ので十分生活できます。お金もかからないし。

――― 滞イ三地は?                            ク

信太 最初、世界選手権があるのでシャモニに 10日 間いました。

そして、アルジェンティエールとセルシェバリエに2週間、コン

ペが終わつてからはニース20日 いました。

――‐世界選手権の感想は?イ ンターネットの「digital R“ k」

でライブを見ることができて近頃の技術は凄い。画像では、核心を

抜けて最後のところで足がすべ り、惜しかつたように見えたけ

ど・ 。・

信太 そうですね。足が滑つて落ちちゃいました。後 3手くらい

だつたけど。日本のコンペルー トと違って、ディフィカルティで

ありながら、ボルダリングの連続息細かい読みができないと通じ

ない。

―
 グレードは?

信太 5.13b程度かな

― 結果 35位は、信太の中でどう捉えている?ルグランより上

だけど !

信太 失敗しなければもつと上に食い込めたと思うし、なんとも

言えない。ルグランは失敗しただけ。

一― 映像で伝わつてくるコンペ会場雰囲気は凄いれ 壁のセット、

大型モニター、クライミングメーカーのブースなど・・・周りの景

色も最高だし。ところで、クオーターファイナルはABに分かれて

いて変な感じだよね !公平でないような気がするけど。

信太 うむ― 公平ではないですよれ 左のルー トはポケットが多

く、それも1本指でかけていくムーズが連続。僕が登つた、右ル

ートはピンチ系。どちらも思い切りが必要だけど。・・

―一 では、セレ0シェバリエは 11位と健闘したみたいだけど。

信太 ルー トを読み間違えたちゃっ

たので。このクラスにも上手い選手が

多い6パンプしていても読みがいいの

で、いつてしまう感じ。

一一 ヨーロッパの環境からくるの

かな?外の自然のルー トは日本なん

か比べられないほどの質と量がある

し。

―一 ボルダーの大会も出たよね。

信太 ボルダリングは専門でないの

で最下位かも・ … 大会前日、松島君

に話をしていたけど、やつてみたら半分の課題をクリヤ (3.5/6)

、27位とビックリ!!専門でなかつたためリラックスできので、

それが良かつたと思う。コンペを楽しめたという点では、このボ

ルダリングコンペが一番楽しめたかな。

一一 コンペ以外のクライミングの感想は?

信太 まずスケールが違う。いろいろなルー トがある。うらやま

しい。

一一 それは、感じるよオ礼 フリーだけでなくアノL//くインはもちろ

ん、スキーやパラでも。

一一 どんなルー トをやつたの?

信太 印象にのこつたルー トは、名前は忘れたけどブリアンソン

の7c+(5.13b/c)かな。グレードとしては、8b(13d)を
落とし、8b+ト ライ中で帰国

一― クライミング以外にヨーロッパで何か印象にのこつたの

は?

信太 女の人が、何処でも着替え

るので日のやり場に・・ 。(@_@)

一一 そうね !(^^)あ つちに

行くと、えつと思う瞬間あるよオ、

一一 今後の目標は

信太 安定した成績を残したい。

それと、次に行つた時は7c+を
オンサイ ト、8b+を レッドした

いです。

一一 ビックウォールは?

信太 今のところは、フリーを突

き詰めたい。それから次のことを

考えたいので。

―  敵 に何か?

信太 今回のヨーロッパッァーで

お世話になつた方にこの場を借 り

て、お礼を述べたいと思います。

ありがとうございました。



(6)第 17号 埼 玉 岳 連 報   平成15年 9月 30日 発行

主 催 1財 圏 法 人 埼 玉 県 体 奮 協 会

1【観  齋 】

私たち |ことつて『 影0菫職畢 爾辮躍 登契機 |こ 培われる “新しじヽ力
け

を曇体終了後ほ

“驚かす'こと|よ菫大な菫務であり、国体を開催する大義です。

そして、新しい力を溝かすため1こ『 覇0目    獅諄』後を見据えた対策を練ること

|よ私たち|二 与えられを使命です。

私たちは 今  “できること"や “やるべきこと
資

を購確 :こ し、進むべき道を具体鋳

|二定め、スポーツの振興牡圏ろうと考えます。

21義ユ1聾 し 1ヽ

① 不特定多数のスポーツ愛婚者を共通なキーワードで繋ぐ 輔 葉鶴難)

総 鸞在スポーツユーザーの溝動誘発を経す。

議 【欝 簾 期 間 】

平成 15年 7周 4轟 (豊)～平成 15年 11薦 28目 (金):必彗】

轟 【爾 襲 饗 額 】

嚇 必須事票 〔キヤツチフレーズ リ住所・氏名 (ふ りがな)。 年齢.性刷・職業・

電話番露〕を記入Φうえ下記の住購へF郵送Jま 姪はFF8x o e一 鶴 :IJ

〒330'O093 さしヽ驚ま簿浦和区高砂 3414-1 埼玉県鐵治会館 3購

財翻法人 埼玉県体弯協会  『キヤツチフレーズ』難集捜当宛

Fax 048燎 822‐懸174  職  048‐ 322帯5171(問 ぃ合わせ先も同じです)

eemail saitamaken鋼 凛panttSpttrtstttrjp

9 1人 健点でも応轟でき、また、難でも落纂出来ます。 (健 移、 1作品 1枚 )

翁 応募作品は自作未発表のもの滋限ります。まな、応募作轟 |よ逗露いたしません。

④ 入選作品働著作権 "使用権等 |よ財懸法人埼玉県体奮協懇こ帰麗します。

また、入賞作品の一部檬滋や乱 圏ヽじを変えて使用することが懸ります。

療 機難】  0 最優秀賞  1点   議念晶あり

⑫ 優 舞 賞  5薫   識念轟あり

※ 各賞とも同一体轟多数命場合 |よ総選激より決定

書 【麟 警 薄 識 】

選彗釜員会を設置じ厳正な警奎を行います、なお、選者及び結果につして 繊轟間む`

含わせ 1ユ |よ応じられませ /・ J。

71麟 轟 甕 難 】

12用 に選警委員会を行い、翌年 1周⑭普及委員会で審畿後 3用翁理事会 。評議員

会を経て決定し、本協会/TL… ムベープ等で発表 犠藤群 人凛憩薮期酢錮晦ます。〕
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【岳連行事予定】1明 ～12月

10月 25日 ～28日  第58回静岡国体 (Newわかふじ国体)

10月 25日 ～28日  第58回静岡国体 視察

19:00～   熊谷中央公民館
19:30～   北本市中央公民館

水窪
12:00集合 水窪 (実施本部)

10月  8日
10月 21日

11月  5日
11月 8日 ～9日

11月  9日
11月 12日
11月 15日
11月 16日
11月 18日
11月 22日
11月 23日
11月 29日

59"国体実行委員会
常任理事会

海外登山部例会
自然保護部・指導員研修会 (自 然観察会 )

クライミングスタッフ研修会
59"国体実行委員会
59"国体審判員役員研修会
県民体育大会縦走の部・役員研修会
理事会
59"国体審判員役員研修会
第5回関東地区クライミング競技会
※力日須ボルダリング大会

さいたま市大宮
甲武信岳 (信濃川上 0毛木平)

加須市民体育館
熊谷中央公民館
小鹿野町
小鹿野町・観音山コース

北本市中央公民館
加須市民体育館
加須市民体育館
加須市民体育館

19:00-
08:00集合

19:00-

19:30～

レスキュー講習会 :山でのセルフレスキュー

冬山リーダー会議
59"国体実行委員会
常任理事会

伊那・県民活動センター

伊那 0県民活動センター

熊谷中央公民館
北本市中央公民館

19:00-
19:30～

12月  6日
12月  7日
12月 10日
12月 16日

【埼
玉
県
海
外
登
山
委
員
会
　
報
告
】

２
０
０
３
年
夏

（会
員

の
海
外
登
山
実
績
）

ロ
シ
ア

・
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
峰
貧
ｏ
ヽ
Ｎ
日
）

‥
８
月
７
日
～
１
７
日

（
１
１
日
間
）

派
遣
母
体

ｏ
個
人
　
塩
谷

寿
子

中
国
（チ
ベ
ッ
ト
）
チ
ー
カ
チ

ョ
ー
パ
ン
峰
（ｏ
ｏ
ｏ
ヽ
日
）

‥
８
月
１
６
日
～
２
７
日

（
１
２
日
間
）

派
遣
母
体

・
グ
ル
ー
プ

ｏ
ド

・
ピ
オ
レ

隊
長

菅
野

修

一
全
１
２
名

マ
レ
ー
シ
ア

ｏ
キ
ナ
バ
ル
峰
（卜
ｏ
ｏ
い
日
）

‥
７
月
２
９
日
～
８
月
４
日

（７
日
間
）

派
遣
母
体

・
個
人
　
小
沢

直
宏
　
夫
妻

マ
レ
ー
シ
ア

・
キ
ナ
バ
ル
峰
（卜
ｏ
ｏ
い
日
）

‥
８
月
１
０
日
～
１
６
日

（７
日
間
）

派
遣
母
体

・
川
口
市
山
岳
連
盟

隊
長

烏

辰
克
　
全
１
０
名

パ
キ
ス
タ
ン
・
キ
ン
ヤ
ン

。
キ
ツ
シ
ユ
西
峰
（認
い
ｏ
日
）

‥
５
月
１
６
日
～
７
月
２
３
日

（
７
０
日
）

派
遣
母
体

・
同
人
パ

ハ
ー
ル

隊
員

山
川

剛
司
　
全
６
名

海
外
登
山
部
長
　
烏
　
辰
克

【
ク
ラ
イ
ミ
ン
情
報
】

加
須
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
オ
ー
ル
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
番

組
に
て
放
映
さ
れ
ま
す
。

放
映
日

１
１
月
２
２
日
（土
）
１
２

‥
０
０
～
１
２

‥
３
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ン
ミ
グ

《
ね
ら
い
》
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を

中
心
に
技
術
解
説

《
出
演
者
》
木
村
俊
介
他

【第
４
２
回
全
日
本
登
山
体
育
大
会

壷

白
馬
大
会

《
輝
け
響
け
白
馬
賛
歌
》
大
△
ム
報
告

期
　
日

‥
平
成
１
５
年
８
月
２
２
日

（金
）

～
２
４
日
（日
）

△
ム
　
場

‥
後
立
山
連
峰

（白
馬
岳

ｏ
唐
松
岳

・
栂
池

自
然
公
園
他
）

白
馬
ウ
イ
ン
グ
２
１
に
集
合
し
た
岳
人
総
勢
７
５

０
名
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
懐
か

し
き
顔
、
顔
。
語
ら
い
も
盛
り
上
が
る
中
、
式
典
が

始
ま
り
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

特
設
会
場
に
て
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り

各

コ
ト
ス

に
別
れ
て
宿
に
戻
る
。
２
３
日
は
９
コ
ー

ス
に
別
れ
登
山
開
始
、
天
候
に
恵
ま
れ
雲
沸
く
山
並

み
と
吹
き
渡
る
風
に
心
も
躍
る
。

私
は
夜
の
花
火
を
楽
し
み
に
唐
松
岳
の
日
帰
り
に
参

加
。
八
方
池
小
屋
前
か
ら
登
り
だ
し
、
扇
雪
渓
す
ぎ

丸
山
ケ
ル
ン
ま
で
、
来
る
と
視
界
も
開
け
３
６
０
度

の
展
望
が
素
晴
ら
し
い
。
雲
の
切
れ
間
に
富
士
山
の

頂
が
見
え
た
。
Ａ
Ｍ
ｌ
ｌ
時

…
唐
松
山
荘
着
、　
一
息

入
れ
て
唐
松
岳

へ
、
展
望
も
素
晴
し
く
槍
の
穂
先
も

見
え
る
証
拠
写
真
を
収
め
、
唐
松
山
荘
に
戻
リ
ビ
ー

ル
で
乾
杯
。
気
分
は
最
高
、
不
帰
剣
の
三
峰
、
白
馬

三
山
、
雪
峰
山
々
も
素
晴
し
い
だ
ろ
う
な
、
岳
の
湯

に
つ
か
り
疲
れ
を
癒
す
。

心
な
し
か
酔
い
気
分
に
て
花
火
を
見
上
げ
な
が
ら
夏

夜
ひ
と
時
、
山
頂
小
屋
泊
ま
り
の
岳
人
に
思
い
を
、

や
る
。

自
然
保
護
部
長
　
山
口
定
男



(8)第 17号 埼 玉 岳 連 報   平成15年 9月 30日 発行

【
岳
連
短
信
】

旧
浦
和
市
山
岳
連
盟
と
旧
大
宮
市
山
岳
連
盟
の
合
併

に
よ
り
、
さ
い
た
ま
市
山
岳
連
盟
が
発
足
し
左
記
の

役
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

〈
〓
　
長
　
　
　
　
田
中
　
文
男

副
会
長
　
　
　
　
松
下
　
一尚
光

理
事
長
　
　
　
　
牧
野
　
要
雄

副
理
事
長
　
　
　
士
口
田
　
秀
夫

△
ム
　
計
　
　
　
　
寺
井
　
繁
美

監
　
事
　
　
　
　
木
村
　
直
子

力
山
　
正
之

事
務
局
長
　
　
　
小
沢
　
直
宏

副
事
務
局
長
　
　
鈴
木
　
一九
一

体
協
評
議
委
員
　
見
冨
　
良
司（氏

名
は
代
表
者
）

１
　
‥
浦
和
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
文
男

２
　
‥
浦
和
渓
稜
山
岳
会
　
　
　
　
　
掛
川
　
統
之

３
　
‥
※
浦
和
山
友
会
　
　
　
　
　
　
新
井
　
逸
夫

４
　
‥
浦
和
西
岳
友
会
　
　
　
　
　
　
北
田
　
紘

一

５
　
‥
あ
ゆ
む
山
の
会
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
求

６
　

‥
浦
和
浪
漫
山
岳
会
　
　
　
　
　
飯
島
　
雄
二

７
　
‥
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
　
　
　
　
　
　
田
口
　
生思
司

８
　
‥
桜
草
山
の
会
　
　
　
　
　
　
芝
田
　
信
子

９
　

‥
遠
峰
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
直
宏

１
０

‥
大
宮
山
岳
会
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
　
達

１
１
‥
大
宮
岳
稜
会
　
　
　
　
　
　
　
石
黒
　
明

１
２

‥
さ
い
た
ま
市
役
所
山
岳
会
ア
ル
ピ
ナ
細
田
　
昭
彦

１
３

‥
Ｊ
Ｒ
大
宮
工
場
山
岳
部
　
　
　
小
川
　
晃

１
４

‥
信
越
ポ
リ
マ
ー
山
の
会
　
　
　
清
水
　
満

１
５

‥
山
と
自
然
を
楽
し
む
会
　
　
　
原
　
秀
夫

※

旧
浦
和
市
役
所
山
岳
部
が
浦
和
山
友
会
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

さ

い
た
ま
市
山
岳
連
盟

【迫
悼
】

澤
入
保
忠
さ
ん

（元
埼
玉
高
体
連
登
山
専
門
部
長
）
が
９
月
１
２
日

午
後
１
時
過
ぎ
、
入
院
先
の
自
治
医
大
大
宮
診
療
セ
ン
タ
ー
に
て
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

１
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
白
血
病
を
患
い
、
自
宅
で
闘
病
生
活
送
っ
て
い
ま

し
た
。
罹
病
後
も
気
丈
に
意
欲
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
９
月
８
日
つ
い
に
入
院
し
ま
し
た
。
再
度
見
舞
い
と
思
っ
て

い
た
矢
先
の
悲
報
で
し
た
。
何
と
云
っ
た
ら
い
い
の
か
茫
然
と
し
ま
し

た
。
７
８
才
で
し
た

。
。
・
。
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
葬
儀
関
係
は

「お
通
夜

・
告
別
式
と
も
ご
く
親
し
い
人
達
だ
け

で
質
素
に
執
り
行
い
た
い
」
と
の
、
ご
遺
族
の
意
向
で
、
お
通
夜
９
月

１
３
日
、
告
別
式
９
月
１
４
日
）
自
宅
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
記
の
よ
う
な
事
情
が
あ
り
、
岳
連
の
皆
様

へ
の
連
絡

ｏ
報
告
が
遅

く
な
り
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

澤
入
さ
ん
は
埼
玉
高
体
連
登
山
専
門
部
の
創
設
に
関
わ
り
、
そ
の
後
、

登
山
専
門
部
部
長
と
し
て
全
国
に
誇
る
べ
き

「高
校
登
山
活
動
の
あ
る

べ
き
姿
」
を
模
索
し
、
い
ち
早
く

「高
校
登
山
活
鋤
の
基
準
」
を
作
成

し
、
高
校
の
登
山
活
動
の
正
常
化

・
活
発
化
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
中
で
数
多
く
の
実
績
と
遺
産
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「埼
玉
岳
連
の
創
設
や
２
２
埼
玉
国
体

（昭
和
４
２
年
）
等
に

深
く
関
わ
っ
て
精
力
的
に
活
動
し
た
」
と
も
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
山
岳
協
会

ｏ
指
導
委
員
会
や
文
科
省
登
山
研
修
所
講
師

等
で
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
登
山
に
関
し
て
は
精
力
的
で
厳
し
く
、

冷
静

・
沈
着
で
、
ま
た
卓
越
し
た
指
導
者
で
し
た
。

「現
役
主
義

ｏ
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク

・
競
技
登
山
批
判
」
等
、
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
何
歳
な
っ
て
も
偉

ぶ
る
事
無
く
、
若
者
と
本
気
に
な
っ
て
議
論
し
て
い
る
姿
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
澤
入
さ
ん
か
ら
学
ん
だ

「登
山
へ
の
情
熱

・
思
想

・
指
導
理
論
」
等
は
多
く
の
人
の
心
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「そ
の
遺
産
を
継
承
し
て
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
・
。
合
掌

埼
玉
高
体
連
登
山
専
門
部
長
　
森
下

健
七
郎

（埼
玉
岳
連
・副
会
長
）

【
御
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
】

８
月
８
日
東
京
都
中
野
区
の

「青
木
」
と
い
う

方
か
ら
、
事
務
局
に
電
話
が
あ
り
話
を
聞
い
た
と

こ
ろ

『
８
月
３
日
、
正
丸
峠
か
ら
伊
豆
ガ
岳
に
夫

婦
で
登
山
中
、
夫
が
気
分
悪
く
な
り
、
通
り
が
か

っ
た
埼
玉
岳
連
と
名
乗
る
人
に
担
い
で
降
ろ
し
て

い
た
だ
き
、
後
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
飯
能
に
運
ば

れ
、
埼
玉
医
大
で
手
当
て
を
受
け
無
事
帰
宅
し
た
』

『
お
世
話
に
な

っ
た
人
の
名
前
を
聴
か
な

っ
か
た

の
で
、
お
礼
を
い
い
た
い
』
と
の
事
。

該
当
者
が
お
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
是
非

御

一
報
く
だ
さ
い
。

【
秩

父
市

山
岳
連
盟
よ
り

の
お
知
ら

せ
】

甲
武
信
岳
集
中
登
山
大
会
な
ら
び
に

遭
難
者
納
牌
式
の
ご
案
内

同
時

‥
平
成
１
５
年
１
１
月
８
日
～
９
日

場
所

‥
甲
武
信
岳
小
屋
　
受
付
　
午
後
２
時
～

会
費

‥
７
０
０
０
円

（
一
泊
二
食

・
懇
親
会
）

な
お
、
本
年
は
遭
難
者
慰
霊
碑
建
立
２
５
周
年
に

あ
た
り
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

締
切

‥
１
０
月
２
７
日

秩
父
市
山
岳
連
盟
　
島
崎
ま
で

携

　

　

帯

　

０

９

０

ｏ

４

６

０

ｌ

ｏ

３

６

５

４

Ｅ
メ
ー
ル

《
３
日
Ｎ
”
巨
⑥
∽μ【①
い
。８
●
●
■
５
》

【
編
集
後
書
】

涼
し
す
ぎ
た
夏
が
過
ぎ
、
中
秋
の
名
月
を
迎
え
た

こ
の
数
日
熱
帯
夜
続
き
。
宮
城
沖
地
震
や
ら
超
大

型
台
風
の
宮
古
島
上
陸
な
ど
自
然
の
現
象
に
な
ん

と
も
出
来
な
い
私
ら
は
自
然
に
持
余
さ
れ
て
い
る

の
か
、
し
っ
ぺ
が
え
し
か
。
自
然
と
の
調
和
が
今

叫
ば
れ
て
い
る
が
、
貴
方
に
と
っ
て
何
が
出
来
る

か
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
大
事
に
し
た
い
。


